
こ
の
共
謀
罪
、
さ
ら
に
憲
法
改
変
へ
と

向
か
お
う
と
す
る
流
れ
。
そ
の
中
で
誠

実
な
言
葉
と
対
話
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
不
透
明
な
決
定

が
押
し
つ
け
ら
れ
、
経
済
的
利
益
の
た

め
な
ら
武
器
輸
出
や
原
発
再
稼
働
に
も

手
を
伸
ば
す
。
こ
う
し
た
傾
向
に
異
を

唱
え
る
の
が
、
大
学
人
の
社
会
的
役
割

の
は
ず
で
あ
る
。

特
に
私
た
ち
の
北
海
道
大
学
に
お
い

て
、
思
い
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
で
あ
る
。
工

学
部
学
生
の
宮
澤
弘
幸
君
と
英
語
教
師

の
レ
ー
ン
夫
妻
は
、
１
９
４
１
年
12
月

８
日
に
特
高
警
察
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ

た
。
宮
澤
君
が
旅
行
中
に
知
っ
た
「
軍

機
」
を
ア
メ
リ
カ
人
に
漏
ら
し
た
と
の
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主な記事紹介

権
力
者
は
い
つ
も
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
ほ
ん
ら
い
思
い
通
り
に
な
ら
な
い

人
の
心
を
支
配
し
続
け
よ
う
と
す
る
か

ら
。
と
き
に
疑
り
深
く
言
動
を
探
り
、

と
き
に
暴
力
を
使
っ
て
強
制
的
に
人
を

縛
り
つ
け
よ
う
と
す
る
。
先
ご
ろ
、
極

め
て
不
当
な
採
決
の
仕
方
を
経
て
成
立

し
た
「
共
謀
罪
」
法
の
本
質
と
は
、
そ

う
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。
単
に
犯
罪

を
「
計
画
」
し
た
段
階
で
刑
事
罰
の
対

象
と
な
り
、
誰
が
捜
査
さ
れ
る
か
は
警

察
の
恣
意
に
任
さ
れ
、
盗
聴
や
密
告
な

ど
手
段
を
選
ば
な
い
。
こ
の
よ
う
に
漠

然
と
し
た
恐
怖
心
を
た
だ
よ
わ
せ
て
、

人
の
心
を
委
縮
さ
せ
、
表
現
と
行
動
の

自
由
を
締
め
付
け
る
こ
と
に
、
こ
の
不

法
な
法
の
目
論
見
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
考
え
出
し
た
の
は
、
他
者
を
信

頼
し
、
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

間
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
う

し
た
政
治
家
や
官
僚
た
ち
も
大
学
を
出

た
の
だ
ろ
う
。
と
す
る
と
大
学
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

私
た
ち
大
学
で
研
究
と
教
育
に
携
わ

る
者
は
、
知
の
探
究
の
た
め
に
自
由
、

社
会
の
た
め
に
倫
理
、
学
生
の
た
め
に

信
頼
と
い
う
価
値
を
重
ん
じ
る
。
し
か

し
、
近
年
の
日
本
の
政
治
状
況
は
、
そ

う
し
た
価
値
を
崩
す
方
向
に
進
ん
で
い

る
。
武
器
輸
出
三
原
則
の
撤
廃
、
集
団

的
自
衛
権
の
閣
議
決
定
、
安
保
法
制
の

強
行
採
決
、
沖
縄
の
民
意
を
踏
み
に
じ

る
辺
野
古
、
高
江
の
米
軍
基
地
建
設
、

嫌
疑
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く

の
冤
罪
で
あ
っ
た
。
宮
澤
君
は
過
酷
な

拷
問
と
服
役
環
境
の
た
め
病
み
、
27
歳

の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
第
二
、
第
三

の
宮
澤
君
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
彼
の

名
誉
回
復
を
果
た
し
、
こ
の
事
件
の
教

訓
を
構
内
に
刻
み
、
学
生
た
ち
に
広
く

伝
え
、
宮
澤
君
を
犠
牲
に
し
た
の
と
同

じ
危
険
性
を
も
つ
特
定
秘
密
保
護
法
や

共
謀
罪
法
の
撤
廃
を
訴
え
る
こ
と
は
、

北
大
教
職
員
の
歴
史
的
責
務
で
あ
る
。

「
文
明
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
？
19
世

紀
後
半
か
ら
の
帝
国
主
義
の
歴
史
の
中

で
、
一
握
り
の
「
文
明
」
国
が
地
球
上

を
植
民
地
化
し
、
先
住
民
族
か
ら
収
奪

し
、
軍
事
力
で
対
峙
し
て
世
界
大
戦
を

引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
中
で
民
衆
の
自

由
へ
の
動
き
を
抑
え
込
む
た
め
に
制
定

さ
れ
た
の
が
、
「
共
謀
罪
」
法
と
同
類

の
治
安
立
法
で
あ
っ
た
。
旧
「
帝
国
」

大
学
の
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
強
欲
（
経
済
成

長
至
上
主
義
）
と
暴
力
（
「
安
全
保
障
」

の
名
を
借
り
た
軍
事
主
義
）
の
「
文

明
」
と
は
違
う
、‹

真
の
文
明
〉
を
構

想
す
る
場
足
り
得
て
い
る
だ
ろ
う
か
、

私
た
ち
の
大
学
は
？
そ
れ
は
軍
事
研
究

に
手
を
染
め
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず

だ
。
そ
う
で
は
な
く
、
他
者
を
支
配
す

る
こ
と
も
、
他
者
か
ら
支
配
さ
れ
る
こ

と
も
な
い
「
人
間
ら
し
い
人
間
（
ア
イ

ヌ
・
ネ
ノ
・
ア
ン
・
ア
イ
ヌ
）
」
と
し

て
の
生
き
方
を
学
ぶ
場
と
な
る
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？

四
面-
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第
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共謀罪と大学のあり方

大学院文学研究科教授

小　田　博　志

きぼうの虹フォトコンテスト特選作品
「様子見」姉崎裕太さん（工学部 学生）
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いじわるじいさん
去
る
６
月
５
日
、
車
い
す
の

乗
客
が
飛
行
機
の
搭
乗
タ

ラ
ッ
プ
を
腕
の
力
で
這
い

の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
バ
ニ

ラ
・
エ
ア
が
規
則
を
盾
に

同
行
者
が
車
い
す
を
担
ぐ

こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
た

め
ら
し
い
。
朝
日
新
聞
６

月
28
日
朝
刊
は
、
奄
美
空
港

で
の
出
来
事
と
そ
の
後
の

経
過
を
報
じ
、
様
子
を
表
す

イ
メ
ー
ジ
画
も
載
せ
た
▼
昨
年
４
月

施
行
の
障
害
者
差
別
解
消
法
に
そ
ぐ

わ
な
い
対
応
だ
が
、
法
律
を
持
ち
出

す
ま
で
も
な
く
、
融
通
を
利
か
せ
ら

れ
な
か
っ
た
か
と
思
う
▼
な
ん
と
い

う
こ
と
を
さ
せ
る
の
か
、
と
友
人
達

と
話
し
て
い
た
時
、
一
人
が
「
辞
め

て
い
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
、
会
社
は
違

う
が
客
室
乗
務
員
を
し
て
い
た
娘
の

事
に
触
れ
た
。
本
当
に
そ
う
だ
。
も

し
今
も
現
役
で
そ
の
よ
う
な
場
面
に

居
合
わ
せ
た
ら
、
下
っ
端
職
員
の
娘

に
反
対
す
る
勇
気
は
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
…
も
し
私
な
ら
？　

こ
の
問
題
、

思
い
が
け
な
い
角
度
か
ら
考
え
さ
せ

ら
れ
て
い
る
▼
新
聞
記
事
は
、
バ
ニ

ラ
・
エ
ア
が
奄
美
空
港
で
、
14
日
か

ら
ア
シ
ス
ト
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
、

29
日
か
ら
階
段
昇
降
機
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
乗

客
自
身
の
厳
し
い
経
験
と
強
い
意

志
が
あ
っ
て
、
一
つ
前
進
し
た
▼
こ

の
乗
客
の
ブ
ロ
グ
に
は
、
あ
の
日
、
タ

ラ
ッ
プ
を
上
が
っ
て
い
る
途
中
で
、

客
室
乗
務
員
が
手
伝
う
と
駆
け
下
り

て
き
た
と
あ
っ
た
。 

（
今
日
子
）

教職員理事監事交流会

未来大松原先生講演

６
月
10
日
（
土
）
に
北
大
生
協
会
館
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
大
学
生
協

連
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
に
よ
る
全
道
教
職

員
理
事
・
監
事
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。

全
国
大
学
生
協
連
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

北
大
生
協
も
加
盟
し
て
い
る
全
国
大
学
生
協

連
の
「
北
海
道
支
部
」
的
な
組
織
で
す
。
北

海
道
で
は
13
の
国
・
公
・
私
立
大
学
生
協
が

全
国
大
学
生
協
連
に
加
盟
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
13
大
学
生
協
と
北
海
道
事
業
連
合
が
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
大
学
生
協
で
は
理
事
長
を
含
め
複
数
の
理

事
・
監
事
を
そ
の
大
学
の
教
職
員
が
務
め
て

い
ま
す
。
北
大
生
協
に
教
職
員
委
員
会
が
あ

る
よ
う
に
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
教
職
員

委
員
会
が
あ
り
ま
す
が
、
釧
路
、
北
見
、
帯

広
、
室
蘭
、
函
館
な
ど
遠
方
の
加
盟
大
学
生

協
も
多
い
こ
と
か
ら
、
ま
と
ま
っ
た
活
動
が

で
き
て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。
こ
ん
な
中

で
、
生
協
活
動
に
関
わ
る
大
学
教
職
員
の
交

流
の
場
を
作
ろ
う
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
教
職
員
委

員
会
を
中
心
に
こ
の
交
流
会
を
企
画
し
ま
し

た
。昨

年
末
頃
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
大
学
生
協

に
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

当
日
は
各
大
学
生
協
の
専
務
理
事
な
ど
も
含

め
て
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
交
流

会
は
、
お
昼
過
ぎ
か
ら
夕
方
に
か
け
て
次
の

５
件
の
講
演
を
聴
い
て
い
た
だ
き
、
夕
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
で
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く

方
式
に
し
ま
し
た
。
講
演
会
の
内
容
を
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。

１
．
大
学
生
協
の
教
職
員
理
事
・
監
事
の
役
割

全
国
大
学
生
協
連
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
運
営

委
員
長　

吉
見
宏
先
生
（
北
大
、
現
北
大
生

協
副
理
事
長
）

北
大
生
協
の
監
事
を
長
年
勤
め
ら
れ
た
経

験
か
ら
、
生
協
の
理
事
・
監
事
の
役
割
を
中

心
に
、
大
学
教
職
員
が
生
協
活
動
に
関
わ
る

意
義
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
．
教
職
員
の
活
動
や
実
践

全
国
教
職
員
委
員
会
副
委
員
長　

高
本
雅

哉
先
生
（
信
州
大
）、
今
山
稲
子
さ
ん
（
京

大
）全

国
教
職
員
セ
ミ
ナ
ー
の
紹
介
を
中
心
に
、

大
学
生
協
連
の
教
職
員
委
員
会
活
動
と
ご
自

身
の
大
学
で
の
生
協
活
動
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
．
記
念
講
演
「
Ａ
Ｉ
は
世
の
中
を
ど
う
変

え
る
か
」

は
こ
だ
て
未
来
大
学
生
協
理
事
長　

松
原

仁
先
生

松
原
先
生
の
専
門
分
野
で
あ
る
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
の
歴
史
と
未
来
を
、
今
話
題
の
将

棋
対
局
（
プ
ロ
棋
士
対
Ａ
Ｉ
）
な
ど
を
例
に

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
．
大
学
生
協
の
共
済
に
つ
い
て

大
学
生
協
共
済
連　

鈴
木
洋
介
さ
ん

共
済
連
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
勉
学
援
助

制
度
」（
扶
養
者
を
亡
く
さ
れ
た
学
生
の
た
め

の
緊
急
援
助
事
業
）
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

５
．
生
協
連
と
大
学
生
協
の
協
力
活
動
に
つ
い
て

　

北
海
道
生
協
連
事
務
局
長　

川
原
敬
伸
さ
ん

奨
学
金
問
題
や
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
大

学
生
協
と
と
も
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、

大
学
予
算
の
削
減
が
生
協
事
業
へ
与
え
る
影

響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
生
協
連
と
し
て
は
大
学
予
算
増
に
つ
い

て
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、
大
学
、
大

学
生
協
運
営
の
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
た
い
等
の
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
多
様
な
講
演
を
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く
聴
か
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。

講
演
会
終
了
後
に
会
場
を
移
動
し
て
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
は
、
講
演
講
師
の

方
々
へ
の
質
問
や
他
大
学
生
協
の
教
職
員
理

事
や
専
務
と
の
歓
談
な
ど
で
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
今
後
も
続
け
る
こ
と
で

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
連
帯
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
講
演
を
快
く
引

き
受
け
て
い
た
だ
い
た
講
師
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
北
海
道
大
学
生
協
教
職
員
委
員
会　

間
宮
春
大
）

全国大学生協連北海道ブロック

「全道教職員理事・監事交流会」報告
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キャンパス放浪記 in 函館 … 第12回

1. 港キャンパスとの出会い
私が、初めて港キャンパスを見たのは、当時まだ市営バス

だった16番の中、４歳頃であった。日吉営業所方向から走り、
陸橋を下ると右窓に見えてくる大きな建物。後で知る事となる
が、見えるのは正門と管理研究棟（写真１）。背は高いが、一般
的な小学・中学・高等学校と大差ない建物に見えていた。「水産
学部とは聞いているけど・・・何処に魚などが居るんだ？」。こ
の疑問は36歳になるまで消えることはなかった。

2. 港キャンパスの中を知る時がきた
縁があって、36歳で構内に入るチャンスがやってきた（写真

２）。その時の驚きは新鮮であり、当然ではあるが魚がいて、さ
らに敷地の奥にはカードキーがいる建屋（マリン棟）もあった。
さらにプールにテニスコート・・・。この時に「こんなに広い
敷地に色々とあったなんて」と 。さらには、部活動が行われ、
応援団も練習していて・・・。実は、親戚が勤めていたことも
あり、幼少期に管理研究棟に入ったことはあった。しかし記憶
は曖昧で18歳まで函館に住みながら、Uターンした後の36歳に
して、港キャンパスで一つの程をなしていることを知った。

3．私が通ったキャンパスとの比較
私は、工業単科大学に通っていた。３年生以上が通うキャン

パスは、面積はほぼ一緒だと思う。池もあった。ただし、雰囲
気が違う。例えるならば鉄鋼団地。それに対し港キャンパスは
大学だなという感じを受ける。工学部と水産学部、学部の違い
で様相が変わることを知ることになった。さらに、母校では、
実験系がほとんどなので、研究室にこもり黙々と進める感じで
あるのに対し、こちらは、フィールドに出てデータを解析して
いるところも多いという事がわかった。

また、さらなる違いを感じる出来事があった。それは就職活
動である。私が通っていた大学は首都圏にあり、就職活動は研
究の合間に学生は行っていた。故に色々なエピソードも聞けた。
しかし函館にあるこのキャンパス、皆、就職活動へ旅立ちしば
らく学生の顔を見ない。一ヶ月近く函館を離れ勉学との両立を
するのである。立地がここまで学生生活に違いをおよぼすのか
と痛感した。

4. やっぱり離れていても北海道大学
私が学会で札幌キャンパスに行った日のことを思い出す。緑

が多く札幌も函館も写真３のごとく同じ様相であるかに感じる
（バスが通るところは別として）。理学部の研究室は、港キャン
パスの第２研究棟のようなイメージであった。

私の現在の思いは、学生がいるキャンパスは、離れていても
北海道大学の特色を濃く出し、札幌と函館という遠隔地であっ
ても、その雰囲気を感じとれるという事である。これが私の
キャンパス放浪記。

技術補助員　小林 基樹

―構内に入ってみて初めて知った事―
小さな頃から眺めていた港キャンパス

写真１　車窓からの港キャンパス

写真３　道と緑写真２　学内様子

北方生物圏フィールド科学センター
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第5回フォトコンテスト「北 大百景2017」審査結果発表!!
審査員：生協学生委員会、院生委員会、教職員委員会、北大教職員写真同好会、生協理事会室から各 1名

＊教職員写真同好会の皆さんには、きぼうの虹の表紙写真をはじめ、長い間お世話になっております。この場を借りてお礼申し上げます。

特選および各賞入選者の皆さんには、生協電子マネーチャージを贈呈いたします。

「きぼうの虹フォトコンテスト」です。テーマは昨年に続き「北大百景2017」としました。６月５日から30日までの応募期間で、期間中
お天気はずっと良くなかったにもかかわらず、昨年を大幅に上回る67点の作品が寄せられました。どの作品もそれぞれに良さがあり、審査
は大変難しかったのですが、特選１点、入選５点を選定させていただきました。入選作品はそれぞれの審査員賞とさせていただきます。また、
秋には応募作品の展示会を予定しています。お楽しみに。
応募していただいた皆さん、ありがとうございました。来年もよろしくお願いいたします。

教職員写真同好会賞
学生委員会賞

理事会室賞
院生委員会賞

特　選
「様子見」
姉崎　裕太（工学部 学生）
突然カメラをぶら下げて近づいてきた僕
を子羊は訝しげな眼で見ていた。
●審査員コメント
日本で一番広いキャンパスをもつ北海道大学
は札幌の中心部に位置しています。この広大
なキャンパスの中に大きな農場が２つあり、
様々な植物や野菜、そして、動物がいます。
また、第２農場にある建造物９棟は国の重要
文化財に指定されています。本作品は背景に
みえる教育研究施設、農場、そして、羊たち
との構成がとても素晴らしく、北海道大学の
キャンパスを特徴付ける景色と言えます。

「冬季多難」
梅谷　涼太（農学院 院生）
この季節まで、あっという間ですね。
●審査員コメント
誰もが下を向き、険しい表情で歩いていそうな初冬のある
日。あえてカメラを向け、何気ない日常を切り取ったことに
センスの良さを感じます。外灯に照らされた雪、どこまでも
続く外灯、題名どおり冬季多難をイメージさせられるすばら
しい作品です。

「白に染まった金葉」
新帯　亮平（工学部 学生）
紅葉と雪のコラボが、北13条門で見られました。
●審査員コメント
いつもより少し早く降り積もった雪、イチョウ並木も慌て
て葉を落とします。自然の営みの中で一瞬しか見ることの
できない色彩を、タイミング良くカメラに収めています。
寒いのだけれど心は温かくなりますね。

「六月の散歩道」
井口　光（農学部 学生）
農場のポプラ並木にて。
●審査員コメント
６月、緑生い茂る中に、１本のうねった小道。どこまで続いて
いるのだろうか。そこに迷い込んだかのような狐と、道の構図
が素晴らしい。北大ならではと言えよう。狐はいったい何を見
て、どこへ行こうとしているのか。見ている私も、どこか、ふ
らふらとお散歩したくなるような、そんな１枚。

「寒い冬の朝」
田村菜穂美（保健科学院 院生）
１月の寒い冬の朝、朝日と馬術部の練習風景。
●審査員コメント
冬の朝の心和む風景を切りとった一枚です。朝早くの馬たち
と学生たちの息づかいが、肌を刺す空気の中で聞こえて来
るようです。ともすれば生きて動いているものが何も無いか
のような雪原の中で、「生きている」鼓動が伝わって来るよう
で、ほっとさせてくれるとともに、生き物のすばらしさをあ
らためて感じる作品です。

「季節の重なり」
太田　薫平（農学院 院生）
11月６日の中央ローンにて。
まだ紅葉の残る時期に突然の積雪でした。
●審査員コメント
移り行く季節を華麗に収めており、北海道の美しさが表現され
ています。白い雪の上の彩り豊かな落葉は、現実で直視すれば
正直興醒めなものですが、この距離で撮影したからこその美し
さが出ています。また、鮮やかな木々に目を奪われがちですが、
何気なく写っているサクシュコトニ川にも味があります。

教職員委員会賞
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

前
回
は
火
災
保
険
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
開
催
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
向
け
て
、
損
害
保
険
や
賠

償
責
任
保
険
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
活
や
大
学
の
催
し
物
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
が
多
く
開
催
さ
れ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
け
が
を
し
た
り
、
他
人

に
け
が
を
さ
せ
た
り
、
物
を
壊
し
た
り

す
る
リ
ス
ク
が
ふ
え
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
リ
ス
ク
、
一
人
一
人
の

け
が
に
備
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
主

催
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
面
に
備
え
る
た
め
に
、
損
害
保
険
や
賠
償
責
任
保
険
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
１
日
の
参
加
者
平
均
人
数
が
20
人
以
上
の
行
事
な
ら

『
行
事
参
加
者
傷
害
保
険
』、
１
日
の
参
加
者
が
20
人
を
下
回
る
、
ま
た

は
宿
泊
が
伴
う
行
事
な
ら
『
国
内
旅
行
傷
害
保
険
』
が
あ
り
ま
す
。
賠

償
責
任
特
約
と
組
み
合
わ
せ
て
『
行
事
参
加
者
傷
害
保
険
』
な
ら
一
人

20
円
か
ら
、『
国
内
旅
行
傷
害
保
険
』
な
ら
一
人
１
０
０
円
か
ら
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
海
道
協
同
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
以
下
の
催
し
物
で
保
険
を
受
付

し
て
き
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
、
テ
ニ
ス
大
会
、
卓
球
大
会
、

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
、
野
球
大
会
、
部
活

合
宿
、
学
科
研
修
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
、

少
林
寺
拳
法
大
会
、
科
学
教
室
、
子
ど

も
会
遠
足
、
見
学
会
、
日
帰
り
観
光
、

バ
ス
ツ
ァ
ー
、
天
文
観
望
会
、
体
験
入

学
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
2

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　（平日）10：00～18：00 （土曜日）10：00－13：00 （休日）日･祝･年末年始
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

恋
は
実
っ
た
方
が
い
い
。
そ
れ
は
そ
う
で
す
よ
ね
。

片
想
い
は
つ
ら
い
、
ま
し
て
失
恋
は
つ
ら
い
。
講
義

で
、
若
い
人
が
経
験
す
る
ス
ト
レ
ス
の
強
い
出
来
事

の
例
と
し
て
、
と
き
ど
き
失
恋
の
話
を
す
る
の
で
す

が
、
つ
ら
い
か
ら
や
め
て
く
だ
さ
い
、
と
か
、
先
生

は
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん
失
恋
し
た
ん
で
す
か
、
と
か

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
で
す
よ
ね
、
ど
ん

な
形
に
せ
よ
、
実
ら
な
い
恋
は
つ
ら
い
。
で
も
、
そ

の
一
方
で
、
実
ら
な
い
こ
と
に
意
味
の
あ
る
恋
、
と

い
う
も
の
が
あ
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み

に
、
身
近
に
い
る
若
い
女
性
何
人
か
に
聞
い
て
み
る

と
、
あ
あ
！
わ
か
る
気
が
す
る
！
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ど
う
も
実
感
と
し
て
感
じ
て
い
る
人
は
、
多
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
親
密
な
関
係
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
、

怖
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
る
で
相
手
の
気
持
ち

が
自
分
に
も
宿
っ
て
く
る
よ
う
で
、
ど
こ
ま
で
が
自

分
で
ど
こ
ま
で
が
相
手
だ
か
わ
か
ら

な
い
。
少
な
く
と
も
、
そ
う
い
う
部

分
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
一
つ
に
と
け

あ
う
」
と
い
う
と
、
と
て
も
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
で
美
し
く
聞
こ
え
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
怖
い
一
面
も
あ
る
。
だ
か

ら
、
ど
こ
か
そ
れ
を
予
感
し
て
、
恋

が
実
る
こ
と
を
恐
れ
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
、
あ
る
意
味
で
健
全
と
い
う
か
、

自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
中
の
折
り
合
い
を

つ
け
る
の
が
難
し
い
面
が
、
恋
と
と

も
に
ほ
と
ば
し
り
出
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
知
性
と
言
わ
れ
た
詩

人
の
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
、
十
代
で
年
長
の
人

妻
に
恋
を
し
て
、
想
い
を
胸
に
秘
め
て
告
げ
ず
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
一
言
も
交
わ
さ
な
い
ま
ま
に
終
わ
り
ま

す
。
そ
の
後
、
エ
ロ
ス
を
「
封
印
」
し
つ
つ
結
婚
も

す
る
の
で
す
が
、
二
十
数
年
を
経
て
、
あ
る
夫
人
と

激
越
な
恋
に
落
ち
、
そ
れ
以
降
は
幾
人
も
の
相
手
と

死
ぬ
ま
で
激
し
い
恋
を
し
続
け
て
、
数
千
通
に
及
ぶ

恋
文
を
書
い
た
と
い
い
ま
す
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク

作
家
で
あ
る
高
橋
た
か
子
の
『
荒
野
』
と
い
う
小
説

に
は
、
淋
し
さ
か
ら
ぬ
く
も
り
を
求
め
て
男
性
と
肌

を
重
ね
る
少
女
の
話
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
の

う
ち
に
少
女
は
な
に
か
別
の
も
の
が
わ
か
り
か
け
て

き
て
…
、
そ
れ
と
と
も
に
学
校
の
成
績
が
ど
ん
ど
ん

下
が
り
は
じ
め
る
…
。
こ
の
話
を
読
ん
だ
時
の
強
い

印
象
は
、
三
十
年
を
経
た
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
以

前
お
話
し
し
た
、
愛
の
壊
滅
的
な
顔
で
す
ね
。
実
ら

な
い
恋
と
は
、
実
れ
ば
壊
滅
的
な
恋
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

実
ら
な
い
恋
は
、
人
を
悶
々
と
苦
し
め
ま
す
よ
ね
。

相
手
の
こ
と
、
自
分
の
こ
と
、
考
え
て
考
え
て
必
死

に
な
っ
て
考
え
る
。
少
な
く
と
も
、
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
否
が
応
で
も

人
と
し
て
成
長
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
は
、
あ
る
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
成
長
す
る
た
め
に
恋
を
す

る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
し
、
成
長
の
代
償

に
し
て
は
恋
の
苦
し
み
は
あ
ま
り
に
高
く
つ
き
過
ぎ

る
、
と
私
は
思
い

ま
す
。
ま
あ
、
苦

し
ん
だ
こ
と
に
対

す
る
せ
め
て
も
の

ね
ぎ
ら
い
と
い
っ

た
と
こ
ろ
が
、
実

感
に
近
い
で
し
ょ

う
か
。
も
っ
と
も
、

欲
望
を
速
や
か
に

満
た
す
こ
と
を
目

指
し
て
世
の
中
全

体
が
暴
走
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
る
現
在
、
そ
ん
な

叶
え
ら
れ
ぬ
想
い
に
悩
み
苦
し
む

と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
な
、
と
い

う
気
も
し
ま
す
。

実
ら
ぬ
恋
の
美
し
さ
、
と
い
う
こ
と
。
実
ら
な
い

こ
と
で
現
実
に
ま
み
れ
て
し
ま
わ
な
い
美
し
さ
、
ま

じ
り
け
の
な
さ
。
こ
う
い
う
と
い
か
に
も
絵
空
事
の

よ
う
に
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
や
ゲ
ー
テ

の
『
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
に
描
か
れ
た
悲
恋

を
、
笑
い
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
る
人
は
ど
れ
く
ら
い

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
希
望
」
の
よ
う
に
、
絵
空

事
の
よ
う
に
見
え
て
、
人
間
に
と
っ
て
非
常
に
大
切

な
も
の
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
揺
れ
、
も
つ
れ
、

苦
し
み
、
で
も
鋼
（
は
が
ね
）
の
よ
う
な
恋
心
。
そ

れ
は
実
ら
ぬ
恋
の
中
に
、
特
権
の
よ
う
に
し
て
あ
ら

わ
れ
て
く
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

渡邊 誠

こころの
健康を考える 47○

実らないことに
意味のある恋
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■
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
食
べ
放
題
と
小
樽

運
河
自
由
散
策
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催

７
月
８
日
（
土
）
生
協
組
合
員
（
留

学
生
優
先
）
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

乳
幼
児
や
子
ど
も
連
れ
家
族
・
友
達
同

士
・
カ
ッ
プ
ル
、
個
人
参
加
等
８
ヵ
国

57
人
（
日
本
人
２
名
の
み
）
が
参
加
。

ギ
ラ
ギ
ラ
強
い
日
差
し
も
な
ん
の
そ
の

次
々
と
手
を
伸
ば
し
て
も
ぎ
取
っ
て
は

口
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

農
園
を
例
年
の

仁
木
町
か
ら
余
市

町
に
変
更
し
た
分
、

小
樽
滞
在
時

間
を
長
く
し

ま
し
た
。
ソ

フ
ト
ク
リ
ー

ム
が
溶
け
て

洋
服
や
手
が

汚
れ
た
女
性

た
ち
の
悲
鳴

や
笑
い
声
が

続
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
十
分
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
無
事
に
帰

札
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

も
留
学
生

の
要
望
を
収

集
し
な
が
ら

生
協
ら
し
い

イ
ベ
ン
ト
開

催
の
工
夫
を

し
て
い
き
ま

す
。

■
教
職
員
総
代
会
議　

学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
は
13
日
～
15
日
、
7
月
は
11
日

～
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会　

毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
は
15
日
、
7
月
は
18
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■
「
き
ぼ
う
の
虹
」　

こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
前
号
が
「
半
分
カ
ラ
ー
」

だ
っ
た
た
め
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
選
発
表
な
の
に
半
分
カ
ラ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
の
入
っ
た
「
文

化
財
へ
行
こ
う
」
を
カ
ラ
ー
印
刷
と
な

る
最
終
ペ
ー
ジ
に
移
動
し
て
い
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

き
ぼ
う
の
虹
３
７
１
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
発
表
で

す
。
今
年
の
応
募
作
品
は
「
冬
景
色
」

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
四
季
折
々

に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
写
真
を
撮
り
貯
め
て

い
る
方
も
多
い
の
で
す
ね
。
そ
の
せ
い

か
入
選
作
品
も
「
冬
景
色
」
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
フ
ォ
ト
コ
ン
を
始
め
て
以

来
の
こ
と
で
す
。
応
募
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
第
１
回
学
生
総
代
会
議

　
（
総
代
の
つ
ど
い
）

７
月
３
、５
日
に
第
１
回
学
生
総
代

会
議
を
北
部
食
堂
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
総
代
の
方
に
総
代
と
し
て
の
役
割

を
認
識
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
総
代
と

し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

学
生
総
代
会
議
も
、
昨
年
同
様
、
柔
ら

か
い
雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

「
総
代
の
つ
ど
い
」
と
い
う
名
称
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
店
舗
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
と
題
し
、
ク
イ
ズ
形
式
で

北
部
購
買
を
ま
わ
っ
て
も
ら
い
、
よ
り

店
舗
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
企

画
も
行
い
ま
し
た
。
購
買
を
よ
く
知
れ

た
、
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
多
く

の
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
10
月
と
12
月
に
も
開
催
予

定
で
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ
、T
w
itter

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

学
生
委
員
会
の
活
動
や
学
生
委
員
の

日
頃
の
様
子
な
ど
、
学
生
委
員
会
の
こ

と
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

公
式
Ｈ
Ｐ
・T

w
itter

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る

方
は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
!!

■
６
月
24
日
（
土
）　
“
院
生
交
流
ジ
ン

パ
２
０
１
７
”
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
19
名

開
催
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
。

降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
天
候
で
し
た
。

参
加
者
は
、
院
生
17
名
（
院
生
委
員
５

名
含
む
）
と
生
協
職
員
２
名
（
新
入
職

員
、
理
事
会
室
職
員
）、
あ
わ
せ
て
19

名
が
集
ま
っ
て
北
海
道
の
風
物
詩
・
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
囲
ん
で
交
流
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
院
生
の
内
訳
で
は
、

文
系
４
名
、
農
・
理
・
工
系
・
環
境
12

名
、
医
・
歯
・
薬
・
保
健
・
獣
医
系
１

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
幅
広
い

研
究
科
（
院
）
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
次
も
交
流
企
画

を
や
っ
て
ほ
し
い
」「
来
年
も
ジ
ン
パ

を
や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
あ
り
が
た
い

声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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で
す
。
た
だ
、
柱
と
梁
の
繋
ぎ
目
に

頬
杖
の
様
な
「
ハ
ン
チ
」
と
い
う
部

材
が
あ
り
、
こ
の
時
代
の
特
徴
と
い

え
ま
す
。
こ
れ
は
地
震
な
ど
で
建
物

が
ね
じ
れ
た
際
、
接
合
部
が
外
れ
な

い
様
に
補
強
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
梁
の
上
に
は
床
板
が
載
り
ま
す

が
、
板
の
下
、
つ
ま
り
天
井
に
目
を

凝
ら
す
と
、
10
～
20
㎝
程
度
の
間
隔

で
線
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

こ
れ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む

と
き
の
型
枠
の
跡
で
、
現
在
の
様
な

畳
大
の
型
枠
板
が
な
い
時
代
、
幅
の

細
い
板
を
組
合
せ
て
施
工
し
た
痕
跡

な
の
で
す
。

現
役
建
物
の
活
用
方
法

　

と
こ
ろ
で
、
総
合
博
物
館
は
昨
年

７
月
に
耐
震
改
修
工
事
を
終
え
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

工
事
の
際
、
関
係
者
は
可
能
な
限
り

古
い
部
分
を
残
す
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
保
存
と
共
に
重
要
な

の
は
活
用
の
方
法
で
、
現
役
の
建
築

で
あ
る
以
上
、
展
示
や
研
究
に
支
障

が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
段
差
解
消
を
目
的
と
し
た
教
員

室
前
の
廊
下
に
木
製
の
床
、
正
面
玄

関
横
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
玄
関
の
昇
降

機
を
設
置
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
新
し
い
こ
と
が
一
目
瞭
然
な

も
の
を
“
足
し
算
”
す
る
こ
と
で
、

今
後
よ
り
良
い
方
法
で
の
改
修
が
可

能
に
な
っ
た
場
合
、
付
加
し
た
も
の

を
撤
去
す
る
こ
と
で
当
初
の
状
態
に

戻
せ
る
の
で
す
。
な
お
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
玄
関
に
は
総
合
博
物
館
・
演
習

林
・
農
学
部
・
卒
業
生
の
協
力
の
元

に
建
築
の
学
生
が
設
計
・
施
工
し
た

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
設
置
さ
れ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
新
た
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。
総
合
博
物
館
に

足
を
運
べ
ば
、
そ
の
魅
力
を
す
ぐ
に

理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と

き
、
最
大
の
展
示
物
に
も
目
を
凝
ら

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
建
築
は
煉

瓦
造
で
は
な
く
、
仕
上
げ
に
６
色
の

レ
ン
ガ
タ
イ
ル
を
用
い
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
タ
イ
ル
は
「
ス
ク
ラ
ッ
チ

タ
イ
ル
」
と
呼
ば
れ
、
焼
く
前
、
表

面
に
引
っ
掻
き
加
工
を
施
し
た
多
く

の
筋
が
入
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
全

体
が
柔
ら
か
く
趣
あ
る
印
象
な
の

は
、
こ
う
し
た
手
仕
事
の
跡
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

二
つ
の
様
式
が
混
在
す
る
建
物

様
式
も
見
逃
せ
ず
、「
ロ
マ
ネ
ス

ク
」
や
「
ゴ
シ
ッ
ク
」
と
説
明
さ
れ

ま
す
。
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
教

会
や
修
道
院
を
中
心
に
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
12
～
15
世
紀
の
ゴ
シ
ッ

ク
様
式
は
、
後
に
世
界
の
大
学
を
彩

り
、
そ
の
影
響
は
近
代
の
日
本
に
も

及
び
ま
す
。
た
だ
、
総
合
博
物
館
に

は
２
つ
の
様
式
が
混
在
し
て
い
ま

す
。
違
い
の
一
端
を
簡
単
に
説
明
す

キ
ャ
ン
パ
ス
の
憩
い
の
場
で
あ
る

エ
ル
ム
の
森
の
隣
に
威
風
堂
々
と
し

た
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
年
間
30
万
人
の
入

館
者
が
あ
り
、
本
学
が
掲
げ
る
「
開

か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
」
実
践
の
最
前

線
に
あ
る
同
館
最
大
の
“
展
示
物
”

に
目
を
向
け
ま
す
。

早
期
の
大
規
模

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
建
物

総
合
博
物
館
は
、
総
合
大
学
と
し

て
理
学
部
設
置
を
悲
願
と
し
た
当
時

の
北
海
道
帝
国
大
学
が
、
昭
和
４
年

11
月
に
理
学
部
本
館
と
し
て
建
設
し

ま
し
た
（
現
在
も
理
学
部
事
務
室
が

あ
り
ま
す
）。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
建
築
が

本
学
ひ
い
て
は
北
海
道
に
お
け
る
早

期
の
大
規
模
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

建
築
で
あ
る
こ
と
で
す
。「
え
？
」

と
違
和
感
を
お
ぼ
え
る
方
が
い
る
か

る
と
、
窓
上
部
や
軒
下
の
ア
ー
チ
列

な
ど
の
半
円
モ
チ
ー
フ
が
ロ
マ
ネ
ス

ク
様
式
、
正
面
車
寄
せ
な
ど
の
先
の

尖
っ
た
ア
ー
チ
の
モ
チ
ー
フ
が
、
そ

の
発
展
型
で
あ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の

特
徴
で
す
。「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ド
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
中
央
階
段
の

天
井
部
分
に
も
尖
頭
ア
ー
チ
が
あ

り
、
Ｘ
に
交
差
す
る
部
材
が
構
成
す

る
ド
ー
ム
天
井
も
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の

特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
２
つ
の
様
式

を
巧
み
に
組
合
せ
、
全
体
を
構
成
し

た
の
は
、
設
計
管
理
を
担
っ
た
本
学

技
師
・
萩
原
惇
正
の
遊
び
心
と
デ
ザ

イ
ン
能
力
の
顕
れ
で
し
ょ
う
。

当
時
の
構
造
と
施
工
の
特
徴
と
痕
跡

構
造
は
近
代
の
合
理
性
を
反
映

し
、
全
体
は
概
ね
均
等
間
隔
で
割
り

振
ら
れ
た
柱
と
梁
で
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
形
式
を
「
ラ
ー
メ
ン
構

造
」（Rahm

en

：
額
縁
）
と
い
い
、

現
在
、
最
も
一
般
的
な
構
造
の
形
式 ハンチ

天井のコンクリート型枠の跡

大工さんに指導を受けてウッドデッキの工事をする学生

文化財へ
　行こう第2回

～北海道大学総合博物館
最大の“展示物”～

北海道大学客員准教授　角 哲

総合博物館正面
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